
王
辰
爾
一
族
の
名

中

西

康

裕

は

じ

め

に

日
本
最
古
の
墓
誌
と
言
わ
れ
る
「
船
王
後
墓
誌
」（
以
下
、「
墓
誌
」
と
す
る
）
は
、
渡
来
人
と
し
て
著
名
な
王
辰
爾
一
族
の
系
譜
を
伝

え
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、「
墓
誌
」
の
製
作
年
代
を
は
じ
め
、
内
容
に
も
い
く
つ
か
の
解
明
す
べ
き
事
柄
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

小
稿
で
は
「
墓
誌
」
を
中
心
に
検
討
を
進
め
、
王
辰
爾
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
い
た
い
。
な
お
、
小
稿
で
は
音
読
表
記
が
必
要
な
場
合

に
は
カ
タ
カ
ナ
で
記
し
た
。一

王
辰
爾
一
族
の
系
譜

ま
ず
、「
墓
誌
」
の
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

史
料
①
「
船
王
後
墓
誌
」（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
資
料
館
編
『
日
本
古
代
の
墓
誌
』、
同
朋
舎
、
一
九
七
九
年
）

（
表
）惟

船
氏
故

王
後
首
者
是
船
氏
中
租

王
智
仁
首
児

那
沛
故

一



首
之
子
也
生
於
乎
娑
陁
宮
治
天
下

天
皇
之
世
奉
仕
於
等
由

羅
宮

治
天
下

天
皇
之
朝
至
於
阿
須
迦
宮
治
天
下

天
皇
之

朝

天
皇
照
見
知
其
才
異
仕
有
功
勲

勅
賜
官
位
大
仁
品
為
第

（
裏
）三

殞
亡
於
阿
須
迦

天
皇
之
末
歳
次
辛
丑
十
二
月
三
日
庚
寅
故

戊
辰
年
十
二
月
殯
葬
於
松
岳
山
上
共
婦

安
理
故
能
刀
自

同
墓
其
大
兄
刀
羅
古
首
之
墓
並
作
墓
也
即
為
安
保
万

代
之
霊
其
牢
固
永
劫
之
寶
地
也

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
船
王
後
は
船
氏
の
「
中
租
（
祖
で
あ
ろ
う
）」
の
「
王
智
仁
首
」
の
孫
で
、
父
は
「
那
沛
故
首
」
で
あ
る
。「
乎
娑
陁

宮
治
天
下
天
皇
」＝

敏
達
天
皇
の
時
に
生
ま
れ
、「
等
由
羅
宮
治
天
下
天
皇
」＝

推
古
天
皇
の
時
（
五
九
三
〜
六
二
八
）
に
朝
廷
に
仕
え
は

じ
め
、「
阿
須
迦
宮
治
天
下
天
皇
」＝

舒
明
天
皇
の
代
（
六
二
九
〜
六
四
一
）
に
い
た
っ
て
「
大
仁
」（
冠
位
十
二
階
の
第
三
位
）
を
賜
り
、

「
辛
丑
」
年
（
舒
明
十
三
年
、
六
四
一
年
）
の
「
十
二
月
三
日
」
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
、「
戊
辰
年
」（
天
智
七
年
、
六
六
八
年
）
十

二
月
に
夫
人
「
安
理
故
能
刀
自
」
と
と
も
に
「
松
岳
山
上
」
に
合
葬
し
、「
大
兄
」
で
あ
る
「
刀
羅
古
首
」
の
墓
と
並
べ
て
墓
を
作
っ
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
船
氏
の
万
代
の
霊
を
安
ん
じ
て
、
塋
域
を
永
続
的
に
確
保
す
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

六
四
一
年
に
亡
く
な
り
二
十
七
年
後
の
六
六
八
年
に
改
葬
、
夫
人
と
合
葬
さ
れ
、
そ
れ
は
「
刀
羅
古
」
の
墓
と
並
び
作
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
こ
の
「
墓
誌
」
の
製
作
年
代
は
六
六
八
年
を
上
限
と
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
る
に
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
⑴

「
天
皇
」
号
の
使
用
、
⑵
闕
字
礼
の
採
用
、
⑶
「
官
位
」
の
語
の
使
用
な
ど
か
ら
、
飛
鳥
浄
御
原
令
（
六
八
九
年
）
あ
る
い
は
大
宝
令

（
七
〇
一
年
）
以
降
の
製
作
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
表
裏
面
へ
の
刻
文
や
墓
誌
自
体
の
縦
横
の
比
率
な
ど
か
ら
八

世
紀
初
頭
を
下
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
⑴
。

王
辰
爾
一
族
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名
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こ
の
う
ち
⑴
の
天
皇
号
の
使
用
開
始
に
つ
い
て
は
近
年
遡
ら
せ
る
議
論
も
あ
り
、
ま
た
⑵
、
⑶
に
つ
い
て
は
渡
来
系
氏
族
の
墓
誌
で
あ

り
、
日
本
の
律
令
や
礼
制
に
拘
泥
す
る
必
要
は
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
小
稿
で
は
製
作
年
代
に
つ
い
て
は
一
先
ず
お
き
、
記
載
内

容
、
特
に
人
名
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

右
に
見
た
よ
う
に
、
墓
誌
に
は
「
船
王
後
」、「
王
智
仁
」、「
那
沛
故
」、「
刀
羅
古
」
の
船
氏
の
人
々
の
名
前
が
あ
る
⑵
。
こ
の
う
ち
、

も
っ
と
も
世
代
の
古
い
「
王
智
仁
」
に
つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
に
名
前
が
見
え
る
王
辰
爾
の
こ
と
で
あ
ろ
う
（
後
述
）。

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
個
別
に
検
討
す
る
前
に
、
王
辰
爾
の
一
族
の
系
譜
に
つ
い
て
、
諸
史
料
を
み
て
お
き
た
い
。
史
料
の
成
立

順
に
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
は
『
日
本
書
紀
』
か
ら
で
あ
る
。（〈

〉
内
は
割
注
）

史
料
②
『
日
本
書
紀
』
欽
明
十
四
年
七
月
条

幸
二

樟
勾
宮
一

。
蘇
我
大
臣
稲
目
宿
祢
奉
レ

勅
遣
二

王
辰
爾
一

数
二

録
船
賦
一

。
即
以
二

王
辰
爾
一

為
二

船
長
一

。
因
賜
レ

姓
為
二

船
史
一

。
今
般
連

之
先
也
。

史
料
③
『
日
本
書
紀
』
欽
明
三
十
年
正
月
条

詔
曰
。
量
二

置
田
部
一

其
来
尚
矣
。
年
甫
十
余
、
脱
レ

籍
免
レ

課
者
衆
。
宜
遣
二

胆
津
一

〈
胆
津
者
。
王
辰
爾
之
甥
也
。〉
検
二

定
白
猪
田
部

丁
籍
一

。

史
料
④
『
日
本
書
紀
』
欽
明
三
十
年
四
月
条

胆
津
検
二

閲
白
猪
田
部
丁
者
一

。
依
レ

詔
定
レ

籍
。
果
成
二

田
戸
一

。
天
皇
嘉
二

胆
津
定
レ

籍
之
功
一

。
賜
レ

姓
為
二

白
猪
史
一

。
尋
拝
二

田
令
一

。

為
二

瑞
子
之
副
一

。〈
瑞
子
見
レ

上
。〉

史
料
⑤
『
日
本
書
紀
』
敏
達
三
年
（
五
七
四
）
十
月
戊
戌
条

詔
二

船
史
王
辰
爾
弟
牛
一

。
賜
レ

姓
為
二

津
史
一

。

史
料
②
は
王
辰
爾
が
船
史
を
賜
姓
し
た
こ
と
、
史
料
③
と
④
は
王
辰
爾
の
甥
で
あ
る
胆
津
（
イ
ツ
）
が
白
猪
の
田
部
の
籍
（
戸
籍
で
あ
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ろ
う
）
を
作
成
し
た
功
績
に
よ
っ
て
白
猪
史
を
賜
姓
し
た
こ
と
、
史
料
⑤
で
は
、
王
辰
爾
の
弟
の
牛
が
津
史
を
賜
姓
し
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
王
辰
爾
の
一
族
は
、
船
、
白
猪
、
津
の
三
つ
の
氏
族
に
分
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

『
日
本
書
紀
』
に
続
く
国
史
『
続
日
本
紀
』
か
ら
二
つ
の
史
料
を
引
用
し
て
お
く
。

史
料
⑥
『
続
日
本
紀
』
養
老
四
年
（
七
二
〇
）
四
月
壬
戌
条

改
二

白
猪
史
氏
一

。
賜
二

葛
井
連
姓
一

。

史
料
⑦
『
続
日
本
紀
』
延
暦
九
年
（
七
九
〇
）
七
月
辛
巳
条

左
中
弁
正
五
位
上
兼
木
工
頭
百
済
王
仁
貞
。
治
部
少
輔
従
五
位
下
百
済
王
元
信
。
中
衛
少
将
従
五
位
下
百
済
王
忠
信
。
図
書
頭
従
五

位
上
兼
東
宮
学
士
左
兵
衛
佐
伊
予
守
津
連
真
道
等
上
レ

表
言
。
真
道
等
本
系
出
レ

自
二

百
済
国
貴
須
王
一

。（
中
略
）
其
後
軽
嶋
豊
明
朝

御
宇
応
神
天
皇
。
命
二

上
毛
野
氏
遠
祖
荒
田
別
一

。
使
二

於
百
済
一

。
捜
二

聘
有
識
者
一

。
国
主
貴
須
王
恭
奉
二

使
旨
一

。
択
二

採
宗
族
一

。

遣
二

其
孫
辰
孫
王
一

〈
一
名
智
宗
王
〉
随
レ

使
入
レ

朝
。
天
皇
嘉
レ

焉
。
特
加
二

寵
命
一

。
以
為
二

皇
太
子
之
師
一

矣
。
於
レ

是
。
始
伝
二

書

籍
一

。
大
闡
二

儒
風
一

。
文
教
之
興
。
誠
在
二

於
此
一

。
難
波
高
津
朝
御
宇
仁
徳
天
皇
。
以
二

辰
孫
王
長
子
太
阿
郎
王
一

為
二

近
侍
一

。
太
阿

郎
王
子
亥
陽
君
。
亥
陽
君
子
午
定
君
。
午
定
君
生
二

三
男
一

。
長
子
味
沙
。
仲
子
辰
尓
。
季
子
麻
呂
。
従
レ

此
而
別
。
始
為
二

三
姓
一

。

各
因
レ

所
レ

職
。
以
命
レ

氏
焉
。
葛
井
。
船
。
津
連
等
即
是
也
。（
中
略
）
斯
並
国
史
家
牒
。
詳
載
二

其
事
一

矣
。（
中
略
）
伏
望
。
改
二

換

連
姓
一

。
蒙
二

賜
朝
臣
一

。
於
レ

是
。
勅
因
レ

居
賜
二

姓
菅
野
朝
臣
一

。

奈
良
時
代
に
入
っ
て
史
料
⑥
は
白
猪
史
が
葛
井
連
に
改
姓
し
た
記
事
で
あ
り
、
史
料
⑦
は
三
氏
族
の
人
々
の
中
で
当
時
最
高
位
に
あ
っ

た
津
真
道
が
、
百
済
王
氏
の
承
認
を
得
て
改
姓
を
願
い
出
て
、
津
連
か
ら
菅
野
朝
臣
と
な
っ
た
記
事
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
史
料
⑦
に
は

「
国
史
」（
こ
こ
で
は
『
日
本
書
紀
』
を
指
す
）
と
「
家
牒
」
か
ら
自
分
た
ち
の
系
譜
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
百
済
の
貴
須
王
が
応
神
天

皇
の
請
に
よ
り
辰
孫
王
（
別
名
智
宗
王
）
を
日
本
に
遣
わ
し
大
い
に
「
儒
風
」
を
ひ
ら
き
「
文
教
」
を
お
こ
し
た
。
仁
徳
天
皇
の
時
代
に

は
辰
孫
王
の
子
太
阿
郎
王
が
天
皇
の
近
侍
と
な
っ
た
。
太
阿
郎
王
の
子
が
亥
陽
君
で
、
さ
ら
に
そ
の
子
が
午
定
君
で
あ
る
。
午
定
君
に
は

王
辰
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三
人
の
男
子
が
お
り
、
長
男
が
味
沙
、
真
ん
中
が
辰
尓
、
末
子
が
麻
呂
で
、
個
々
か
ら
分
か
れ
て
三
氏
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
史
料
は
引
用
し
な
い
が
史
料
⑦
の
翌
年
延
暦
十
年
正
月
⑶
に
は
葛
井
氏
と
船
氏
か
ら
改
姓
が
願
い
出
ら
れ
、
葛
井
連
・
船
連

を
宿
祢
と
カ
バ
ネ
が
改
め
ら
れ
、
ま
た
船
連
か
ら
宮
原
宿
祢
、
津
連
か
ら
中
科
宿
祢
が
賜
姓
さ
れ
た
人
々
が
い
た
。

史
料
②
〜
⑥
と
史
料
⑦
の
整
合
性
を
図
れ
ば
、
次
の
三
系
統
と
な
ろ
う
。

王
辰
爾
の
兄
味
沙
も
し
く
は
甥
の
胆
津
が
白
猪
氏
の
祖
で
あ
り
、
後
に
葛
井
氏
と
な
っ
た
。

王
辰
爾
、
表
記
と
し
て
は
辰
尓
も
あ
り
、
船
氏
の
祖
と
な
っ
た
。
後
に
宮
原
氏
と
な
っ
た
。

王
辰
爾
の
弟
で
牛
も
し
く
は
麻
呂
が
、
津
氏
の
祖
と
な
っ
た
。
後
に
菅
野
氏
、
中
科
氏
と
な
っ
た
。

と
整
理
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、「
後
に
○
○
と
な
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
の
人
々
が
改
姓
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
も
と

の
葛
井
・
船
・
津
を
名
乗
っ
た
人
々
も
い
た
。

最
後
に
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
に
完
成
し
た
古
代
氏
族
の
系
譜
を
集
成
し
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
を
あ
げ
る
。

史
料
⑧
『
新
撰
姓
氏
録
』
右
京
諸
蕃

百
済

菅
野
朝
臣

出
自
百
済
国
都
慕
王
十
世
孫
貴
首
王
也
。

葛
井
宿
祢

菅
野
朝
臣
同
祖
。
塩
君
男
味
散
君
之
後
也
。

宮
原
宿
祢

菅
野
朝
臣
同
祖
。
塩
君
男
智
仁
君
之
後
也
。

津
宿
祢

菅
野
朝
臣
同
祖
。
塩
君
男
麻
侶
君
之
後
也
。

中
科
宿
祢

菅
野
朝
臣
同
祖
。
塩
君
孫
宇
志
之
後
也
。

船
連

菅
野
朝
臣
同
祖
。
大
阿
郎
王
三
世
孫
智
仁
君
之
後
也
。

史
料
⑦
と
の
比
較
で
は
、「
味
沙
」
が
「
味
散
」、「
麻
呂
」
が
「
麻
侶
」
と
の
微
か
な
表
記
の
差
が
あ
り
、「
午
定
君
」
が
「
塩
君
」
と

な
り
、
津
氏
か
ら
出
た
中
科
氏
が
「
塩
君
孫
宇
志
」
と
津
氏
よ
り
一
世
代
新
し
い
出
自
を
言
う
な
ど
の
差
異
が
あ
る
。「
宇
志
」
な
ら
史
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味
沙〔
│
│
胆
津
〕

〈
味
散
〉

白
猪〔
欽
明
三
十
年
〕

葛
井（
養
老
四
年
）

蕃
良（
承
和
元
年
）

〔
王
辰
彌
〕

辰
彌

〈
智
仁
〉

辰
孫
王

太
阿
郎
王

〈
大
阿
郎
王
〉
亥
陽
君

午
定
君

〈
塩
君
〉

船〔
欽
明
十
四
年
〕

麻
呂〔
牛
〕

　
〈
麻
侶
〉

〈
○
│
│
字
志

津〔
敏
達
三
年
〕

宮
原（
延
暦
十
年
）

菅
原（
延
暦
九
年
）

中
科（
延
暦
十
年
）〉

料
⑤
『
日
本
書
紀
』
の
「
牛
」
と
合
致
す
る
。
宮
原
宿
祢
と
船
連
の
条
で
は
「
智
仁
君
」
と
「
辰
尓
」
と
の
差
が
あ
る
が
、「
智
仁
」
は

「
墓
誌
」
の
表
記
と
全
く
同
じ
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。

上
記
の
諸
史
料
に
見
ら
れ
る
王
辰
爾
一
族
の
系
譜
を
整
理
す
る
と
第
１
図
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
系
図
を
一
見
す
る
と
誰
し
も
が
、
人

名
に
動
物
名
、
し
か
も
干
支
に
ち
な
む
も
の
が
多
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
上
の
世
代
か
ら
上
げ
る
と
、
亥
陽
君
、
午
定
君
、
辰

爾
、
牛
が
い
る
⑷
。
そ
う
し
た
目
線
で
「
墓
誌
」
を
見
直
す
と
、
は
た
し
て
「
刀
羅
古
」
が
い
る
。
最
後
の
「
古
」
は
「
子
」
で
あ
ろ
う

か
ら
、
ト
ラ
子
と
な
り
「
寅
（
虎
）
子
」
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
「
船
王
後
」
や
「
那
沛
故
」、
そ
し
て
「
智
仁
」
は
い
か
に
と
い
う
問
題

と
な
る
。
節
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

二

船
王
後
の
名

「
船
王
後
」
の
名
前
に
つ
い
て
は
、
既
に
読
み
物
を
出
し
て
い
る
⑸
の
で
、
ま
ず
史
料
を
補
っ
て
要
点
を
記
し
て
お
く
。

第
１
図

王
辰
爾
略
系
図

（〔

〕
は
『
日
本
書
紀
』、〈

〉
は
『
新
撰
姓
氏
録
』）
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史
料
①
に
あ
る
記
載
か
ら
人
名
と
し
て
は
「
船
王
後
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、「
王
後
」
が
名
前
で
「
オ
ウ
ゴ
」
と
読
む
の
で
あ
ろ
う

が
、
こ
れ
が
い
さ
さ
か
腑
に
落
ち
な
い
。
王
辰
爾
は
史
料
②
に
あ
る
よ
う
に
欽
明
十
四
年
に
船
史
を
賜
姓
し
て
い
る
が
、
史
料
⑤
で
は

「
船
史
王
辰
爾
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
敏
達
元
年
に
高
（
句
）
麗
の
烏
羽
の
上
表
文
を
読
み
解
い
た
時
⑹
に
は
「
船
史
祖
王
辰
爾
」
と

あ
る
。
普
通
に
考
え
る
と
「
船
史
辰
爾
」
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
賜
姓
後
も
「
王
」
を
名
乗
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
例
は
、
推

古
十
六
年
に
隋
使
裴
世
清
が
来
朝
し
て
難
波
に
至
っ
た
時
に
「
掌
客
」
に
任
じ
ら
れ
た
「
船
史
王
平
」
が
い
る
⑺
。「
王
」
字
を
通
字
と

み
る
と
王
後
と
王
平
は
説
明
が
つ
く
が
、
王
辰
爾
は
そ
れ
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
。
王
辰
爾
の
場
合
、「
王
」
は
姓
で
「
辰
爾
」
は
名
で

あ
る
。
日
本
人
の
場
合
、
人
名
は
氏
と
名
で
構
成
さ
れ
る
が
、
渡
来
人
の
場
合
は
氏
で
は
な
く
姓
と
名
で
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
王

辰
爾
は
氏
＋
カ
バ
ネ
の
「
船
史
」
を
賜
っ
た
後
も
「
王
」
姓
を
名
乗
っ
て
い
た
、
併
記
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
欽
明
天
皇
か
ら
「
船
史
」

を
賜
り
、
天
皇
か
ら
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
た
め
こ
れ
を
冠
し
、
な
お
か
つ
「
王
」
姓
も
引
き
続
き
用
い
た
の
で
あ
る
。「
船
史
王
辰
爾
」

は
、
氏
＋
カ
バ
ネ
＋
姓
＋
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、「
船
王
後
」
も
ま
た
氏
＋
姓
＋
名
で
あ
っ
て
、
名
と

し
て
は
「
後
」
一
字
で
あ
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
出
来
る
⑻
。

「
墓
誌
」
の
人
名
は
、「
智
仁
」
を
除
く
と
、「
那
沛
故
」「
刀
羅
古
」、
あ
る
い
は
「
安
理
故
能
刀
自
」
は
漢
字
を
一
字
一
音
で
表
記
し

て
い
る
。「
那
沛
故
」
は
次
節
で
扱
う
の
で
措
く
が
、「
刀
羅
古
」
は
「
ト
ラ
コ
」＝

「
寅
（
虎
）
子
」
で
あ
り
、「
安
理
故
能
刀
自
」
は

「
ア
リ
コ
ノ
ト
ジ
」＝

「
蟻
子
刀
自
」
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
「
後
」
も
「
ゴ
」
の
音
読
漢
字
を
別
に
当
て
る
の
で
あ
ろ
う
。
前
節
の
検
討

か
ら
し
て
、
そ
れ
に
は
「
午
」
を
充
て
る
の
が
最
適
で
あ
る
。

こ
う
し
た
干
支
に
ち
な
ん
だ
人
名
を
つ
け
る
の
は
、
誕
生
年
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
仮
定
す
る
こ
と
は
容
易
い
こ
と
で
あ

ろ
う
⑼
。
午
年
生
ま
れ
だ
か
ら
、
名
前
に
「
午
」
を
つ
け
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
藤
原
宇
合
（
ウ
マ
カ
イ
）
は
霊
亀
二
年

（
七
一
六
）
八
月
の
遣
唐
副
使
任
命
が
初
見
史
料
で
あ
る
が
、
そ
の
時
は
「
馬
養
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
養
老
三
年
正
月
に
帰
朝
し
た
折

に
も
「
馬
養
」
で
あ
る
が
、
同
年
七
月
に
は
「
宇
合
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
後
は
「
宇
合
」
が
多
く
使
わ
れ
て
い
る
。
渡
唐
を
期
に
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表
記
を
変
え
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
藤
原
宇
合
が
天
平
九
年
（
七
三
七
）
に
死
亡
す
る
が
、
そ
の
年
齢
に
つ
い
て
『
公
卿
補
任
』
や

『
尊
卑
分
脈
』
は
四
十
四
歳
と
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
逆
算
す
る
と
、
宇
合
は
持
統
八
年
（
六
九
四
）
の
生
ま
れ
で
、
干
支
で
は
甲
午
と

な
る
。「
馬
養
」
の
名
は
生
ま
れ
年
の
「
午
」
に
因
ん
で
い
る
と
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

船
王
後
が
午
年
生
ま
れ
だ
と
す
る
と
、「
墓
誌
」
に
は
敏
達
天
皇
の
時
に
生
ま
れ
た
と
記
し
て
い
る
。
敏
達
天
皇
は
『
日
本
書
紀
』
に

よ
れ
ば
在
位
十
四
年
で
、
崩
御
年
が
五
八
五
年
。
五
七
二
年
か
ら
五
八
五
年
ま
で
の
在
位
期
間
の
干
支
で
午
年
は
、
五
七
四
年
甲
午
だ
け

が
該
当
す
る
。
船
王
後
が
こ
の
年
に
生
ま
れ
た
と
す
る
と
推
古
天
皇
の
即
位
時
に
は
二
十
歳
で
出
仕
す
る
に
足
る
年
齢
と
な
っ
て
い
る
。

「
辛
丑
」
年
（
舒
明
十
三
年
）
の
死
亡
時
に
は
七
十
歳
と
当
時
と
し
て
は
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
⑽
。

三
「
那
沛
故
」
と
「
王
智
仁
」

次
に
、
船
王
後
の
父
「
那
沛
故
」
に
つ
い
て
み
て
ゆ
く
。
最
後
の
「
故
」
は
「
子
」
で
あ
る
か
ら
、
意
味
と
し
て
は
「
那
沛
」
で
あ

る
。「
那
」
は
「
ナ
」
で
あ
ろ
う
し
、「
沛
」
は
音
が
「
ハ
イ
」
で
あ
る
か
ら
「
ハ
」
で
あ
ろ
う
。
で
は
「
な
は
」
と
は
何
か
で
あ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
長
年
解
け
な
い
難
問
で
あ
っ
た
が
、
日
本
語
学
の
大
鹿
薫
久
先
生
か
ら
「
な
は
」
は
「
ナ
ワ
」
で
、「
縄
」
の
こ
と
で
あ
る

こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

そ
れ
な
ら
ば
「
縄
子
」
で
あ
り
、
古
代
で
は
あ
り
そ
う
な
名
前
で
あ
る
。
ま
た
、「
縄
」
か
ら
忌
み
詞
で
あ
る
「
朽
縄
」「
口
縄
」（
ク

チ
ナ
ワ
）
が
想
起
さ
れ
、
縄
は
「
蛇
」
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ
ば
「
那
沛
故
」
も
巳
年
生
ま
れ
を
表
し
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

う
し
た
想
定
を
確
認
す
る
た
め
に
、
奈
良
時
代
の
人
名
で
「
縄
」
を
つ
く
人
物
を
み
た
。
平
安
時
代
に
入
る
と
動
物
名
が
少
な
く
な

る
た
め
奈
良
時
代
に
限
定
し
た
が
、
以
下
の
四
名
が
い
る
（
人
名
の
読
み
方
は
慣
例
に
よ
る
）。
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藤
原
継
縄
（
ツ
グ
タ
ダ
）
藤
原
乙
縄
（
オ
ト
ナ
ワ
・
オ
ト
タ
ダ
）
藤
原
縄
麻
呂
（
ナ
ワ
マ
ロ
・
タ
ダ
マ
ロ
）
藤
原
縄
主
（
タ
ダ

ヌ
シ
）

継
縄
・
乙
縄
（
弟
縄
）・
縄
麻
呂
は
南
家
豊
成
の
息
子
た
ち
で
、
第
二
子
・
第
三
子
・
第
四
子
で
あ
る
。
継
縄
は
延
暦
十
五
年
に
死
亡

し
た
年
に
七
十
歳
で
あ
っ
た
⑾
の
で
、
逆
算
す
る
と
神
亀
四
年
（
七
二
七
）
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
の
年
は
丁
卯
で
あ
る
。
乙
縄
は
天
応
元

年
（
七
八
一
）
に
死
亡
す
る
が
、
年
齢
は
不
明
で
あ
る
。
縄
麻
呂
は
宝
亀
十
年
（
七
七
九
）
に
五
十
一
歳
で
死
亡
し
た
⑿
か
ら
、
生
年
は

天
平
元
年
（
七
二
九
）
で
、
こ
の
年
の
干
支
は
己
巳
で
巳
年
の
生
ま
れ
で
あ
る
。
縄
主
は
式
家
蔵
下
麻
呂
の
長
子
で
弘
仁
八
年
の
死
亡
時

に
は
五
十
八
歳
で
あ
り
⒀
、
生
年
は
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
で
干
支
は
庚
子
で
あ
る
。
乙
縄
の
誕
生
年
が
不
明
で
あ
る
が
、
兄
が
七

二
七
年
生
ま
れ
、
弟
が
七
二
九
年
生
ま
れ
で
あ
る
か
ら
、
乙
縄
の
誕
生
年
は
そ
の
間
の
七
二
八
年
（
神
亀
五
年
、
戊
辰
）
で
あ
ろ
う
。
４

人
の
う
ち
巳
年
生
ま
れ
は
縄
麻
呂
の
一
人
で
あ
る
。「
縄
」
字
名
と
巳
年
生
ま
れ
と
は
無
関
係
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。

豊
成
の
三
人
の
息
子
た
ち
は
年
齢
も
近
く
、「
縄
」
字
が
共
通
す
る
が
、
兄
二
人
が
二
文
字
目
に
「
縄
」
を
配
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

縄
麻
呂
は
一
字
目
に
「
縄
」
字
が
あ
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
ま
た
、
長
子
武
良
士
（『
尊
卑
分
脈
』
で
は
武
良
自
）
を
含
め
た
豊
成
の

息
子
四
人
の
中
で
、
五
位
に
叙
爵
さ
れ
た
の
は
最
年
少
の
縄
麻
呂
が
最
も
早
く
天
平
感
宝
元
年
（
七
四
九
）
の
こ
と
で
あ
る
⒁
。
藤
原
房

前
の
娘
を
母
と
す
る
縄
麻
呂
は
、
母
が
路
虫
麻
呂
で
あ
る
兄
た
ち
（『
尊
卑
分
脈
』）
を
差
し
置
い
て
豊
成
の
嫡
子
と
し
て
待
遇
さ
れ
て
い

る
。
長
子
武
良
士
⒂
を
除
く
三
兄
弟
は
、
縄
麻
呂
を
起
点
に
継
縄
・
乙
縄
（
弟
縄
）
と
命
名
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
継
」

「
弟
」
字
は
兄
弟
間
の
序
列
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

や
や
遠
回
り
な
説
明
に
な
っ
た
が
、「
那
沛
故
」
は
「
縄
子
」
で
、
巳
年
の
生
ま
れ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
説
い
た
が
、
次
に
「
王
智
仁
」

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

「
王
智
仁
」
の
名
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
に
考
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。「
墓
誌
」
に
は
「
船
氏
中
租

王
智
仁
首
」
と
あ
る
⒃
。

こ
の
う
ち
「
租
」
は
「
祖
」
で
あ
ろ
う
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
が
、
そ
れ
な
ら
ば
「
中
祖
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
普
通
、「
中
祖
」
は
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「
中
興
の
祖
」
の
意
味
だ
と
説
か
れ
る
⒄
が
、
関
晃
氏
は
「
三
氏
に
分
か
れ
た
う
ち
の
中
の
氏
の
祖
だ
っ
た
こ
と
を
指
す
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
⒅
。
た
し
か
に
三
氏
の
う
ち
船
氏
は
三
兄
弟
の
真
ん
中
の
「
仲
子
」
の
系
統
で
は
あ
る
が
、
三
氏
の
中
で
最
初
に
賜
姓
し
た＝

成

立
し
た
系
統
で
あ
る
か
ら
「
中
の
氏
」
と
い
う
解
釈
は
で
き
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
「
中
興
の
祖
」
が
正
し
い
の
か
と
言
わ
れ
る
と
、
そ
う

で
も
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
墓
誌
」
の
「
王
智
仁
」
は
、
史
料
②
③
⑤
の
「
王
辰
爾
」
や
史
料
⑦
の
「
辰
尓
」
と
同
一
人
物
と
考
え
ら
れ
る
が
、
王
辰
爾
が
初
め

て
船
氏
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
王
辰
爾
は
船
氏
の
始
祖
で
あ
り
、
け
っ
し
て
中
興
の
祖
で
は
な
い
。「
中
興
の
祖
」
と
の
解
釈
で

は
始
祖
が
別
に
い
る
こ
と
に
な
り
、
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
に
類
例
も
な
く
推
測
の
域
を
で
な
い
が
、「
中
」
を
「
中
の
」
の

意
で
は
な
く
、「
あ
た
る
」
の
意
味
に
取
り
、「
船
氏
の
祖
に
あ
た
る
」
と
解
釈
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
試
案
と
し
て
提
起
し
て

お
き
た
い
⒆
。

「
墓
誌
」
の
「
王
智
仁
」
で
は
な
く
、
史
料
②
③
⑤
の
「
王
辰
爾
」、
も
し
く
は
史
料
⑦
の
「
辰
尓
」
で
あ
れ
ば
辰
年
に
関
わ
る
名
前
で

あ
る
こ
と
が
即
断
で
き
る
。
し
か
る
に
「
智
仁
」
は
、
呉
音
で
は
「
チ
ニ
ン
」、
漢
音
で
は
「
チ
ジ
ン
」
と
な
り
、
漢
字
一
字
で
一
音
を

表
す
「
墓
誌
」
の
人
名
表
記
で
は
「
チ
ニ
」
な
い
し
は
「
チ
ジ
」
と
な
り
意
味
が
と
れ
な
い
。
ま
た
「
辰
爾
」
は
、
呉
音
「
ジ
ン
ニ
」、

漢
音
「
シ
ン
ジ
」
で
あ
る
か
ら
、「
仁
」
と
「
爾
」
は
近
い
が
、「
智
」
と
「
辰
」
で
は
相
関
性
は
乏
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
こ
で
想

起
さ
れ
る
の
が
、
史
料
⑦
に
お
い
て
「
辰
孫
王
」
の
「
一
名
智
宗
王
」
と
の
割
注
で
あ
る
。「
辰
」
と
「
智
」
が
置
き
換
わ
っ
て
い
る
と

も
見
え
る
。
強
引
で
は
あ
る
が
、
こ
の
別
名
に
よ
っ
て
「
智
仁
」
も
辰
に
関
す
る
意
味
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
墓
誌
」
以
外
の
人
名
に
つ
い
て
も
見
て
お
く
。
白
猪
（
の
ち
葛
井
）
氏
の
祖
と
し
て
史
料
⑦
で
は
「
味
沙
」、
史
料
⑧
で
は
「
味
散
」

と
あ
り
、「
味
」
が
「
ミ
」
で
あ
る
か
ら
巳
や
未
を
想
起
す
る
こ
と
は
出
来
る
が
人
名
と
し
て
は
「
ミ
サ
」
と
な
り
、「
牛
」
や
「
午
」

「
寅
」
の
動
物
名
の
み
と
は
異
な
っ
た
原
理
に
基
づ
く
命
名
と
な
る
。
史
料
③
④
の
「
胆
津
」
に
つ
い
て
は
、
通
常
こ
れ
は
「
イ
ツ
」
と

読
ま
れ
「
イ
」
か
ら
は
亥
を
想
起
す
る
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
音
読
で
は
「
タ
ン
シ
ン
」
と
な
る
。
ど
う
も
こ
の
父
子
（
？
）
は
干
支
に
因
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む
動
物
名
を
命
名
し
た
方
式
か
ら
外
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
三
氏
の
氏
族
名
が
「
各
因
レ

所
レ

職
。
以
命
レ

氏
焉
」（
史
料

⑦
）
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、「
船
」
と
「
津
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
に
因
ん
だ
呼
び
名
で
は
あ
る
が
、「
白
猪
」
は
史
料
③
④
に
あ
る
よ
う

に
白
猪
屯
倉
に
関
連
し
地
名
に
基
づ
く
命
名
で
あ
る
。
史
料
③
で
は
胆
津
を
王
辰
爾
の
甥
と
し
て
い
る
が
、
血
族
と
言
う
よ
り
擬
制
的
な

関
係
を
想
起
す
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四

辰
孫
王
・
王
辰
爾
と
王
仁

史
料
⑦
の
津
真
道
の
上
表
文
で
は
、
辰
孫
王
の
伝
承
が
語
ら
れ
て
い
る
。
応
神
天
皇
の
時
に
荒
田
別
が
百
済
に
有
識
者
を
求
め
て
使
わ

さ
れ
、
百
済
の
貴
須
王
が
そ
れ
に
応
じ
て
、
一
族
の
辰
孫
王
を
日
本
に
遣
わ
し
た
。
応
神
は
そ
れ
を
喜
び
、
皇
太
子
の
師
と
し
て
用
い
、

こ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
書
籍
が
伝
わ
り
、
儒
風
が
開
け
た
。
次
の
仁
徳
天
皇
は
辰
孫
王
の
長
子
太
阿
郎
王
を
近
侍
と
し
た
と
い
う
。

一
方
、
同
じ
伝
承
は
西
文
（
文
、
書
）
氏
の
祖
王
仁
の
伝
承
と
し
て
記
紀
に
記
さ
れ
て
い
る
。

史
料
⑨
『
古
事
記
』
応
神
段

又
科
下

賜
百
済
国
、
若
有
二

賢
人
一

者
貢
上
下

。
故
、
受
レ

命
以
是
貢
上
人
、
名
和
邇
吉
師
。
即
論
語
十
巻
、
千
字
文
一
巻
、
并
十
一
巻
、

付
二

是
人
一

即
貢
進
。〈
是
和
邇
吉
師
者
文
首
等
祖
。〉

史
料
⑩
『
日
本
書
紀
』
応
神
十
五
年
八
月
条

（
上
略
）
阿
直
岐
亦
能
読
経
典
、
即
太
子
菟
道
稚
郎
子
師
焉
。
於
是
天
皇
問
阿
直
岐
曰
、
如
勝
レ

汝
博
士
亦
有
耶
。
対
曰
、
有
二

王
仁

者
一

、
是
秀
也
。
時
遣
二

上
毛
野
君
祖
荒
田
別
、
巫
於
百
済
一

、
仍
徴
二

王
仁
二

也
。（
下
略
）

史
料
⑪
『
日
本
書
紀
』
応
神
十
六
年
二
月
条

王
仁
来
之
、
則
太
子
菟
道
稚
郎
子
師
之
、
習
二

諸
典
籍
於
王
仁
一

、
莫
レ

不
二

通
達
一

。
故
所
レ

謂
王
仁
者
、
是
書
首
等
之
始
祖
也
。
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右
記
し
た
記
紀
に
記
さ
れ
た
王
仁
の
伝
承
と
史
料
⑦
の
辰
孫
王
の
伝
承
は
細
部
に
つ
い
て
も
合
致
し
て
い
る
の
で
、
井
上
光
貞
氏
⒇
は

辰
孫
王
の
伝
承
は
王
仁
の
伝
承
を
仮
冒
し
た
も
の
と
評
さ
れ
た
。
長
ら
く
こ
れ
が
通
説
の
位
置
に
あ
っ
た
21
が
、
山
尾
幸
久
氏
22
は
辰
孫

王
の
伝
承
が
七
世
紀
前
半
ま
で
に
成
立
し
、
七
世
紀
末
に
力
を
得
た
西
文
氏
が
辰
孫
王
の
伝
承
を
基
に
王
仁
の
伝
承
が
作
ら
れ
た
と
、
正

反
対
の
論
を
上
げ
ら
れ
た
。
請
田
正
幸
氏
23
は
二
つ
の
伝
承
の
ど
ち
ら
が
先
か
の
議
論
で
は
な
く
フ
ヒ
ト
集
団
の
共
通
の
始
祖
伝
承
と
さ

れ
た
。
ま
た
加
藤
謙
吉
氏
24
は
二
つ
の
伝
承
を
同
一
基
盤
に
立
つ
伝
承
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
辰
孫
王
の
伝
承
は
始
祖
名
を
代
え
て
主
張

し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

王
仁
の
後
裔
氏
族
と
王
辰
爾
系
三
氏
族
は
加
藤
氏
が
「
野
中
古
市
人
」
と
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
互
い
に
近
接
し
て
居
住
し
、
氏
族

の
性
質
上
も
近
似
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
氏
族
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
述
べ
る
必
要
を
感
じ
る
が
、
こ
こ
で
は
二
点
だ
け
指
摘
し

て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
職
掌
が
重
な
る
と
は
い
え
、
両
系
統
は
競
合
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
協
調
関
係
に
あ
っ
た
と
考
え
る
。
根

拠
と
し
て
は
、
宝
亀
元
年
（
七
七
〇
）
に
葛
井
・
船
・
津
・
文
・
武
生
・
蔵
の
六
氏
二
三
〇
人
が
称
徳
天
皇
に
歌
垣
を
共
に
供
奉
し
て
い

る
こ
と
25
で
あ
る
。
普
段
か
ら
の
交
流
が
あ
っ
て
こ
そ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
氏
族
の
主
要
な
居
住
地
の
潅
漑
に
は
用
水

路
が
必
要
で
あ
り
26
、
そ
の
上
流
に
文
・
蔵
氏
が
位
置
し
、
葛
井
・
船
・
津
氏
は
中
下
流
域
に
位
置
す
る
の
で
あ
る
。
水
の
確
保
の
点
か

ら
こ
れ
ら
の
氏
族
は
協
調
関
係
に
あ
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
第
二
に
は
、
氏
族
の
勢
力
の
消
長
に
つ
い
て
で
あ
る
。
文
氏
に
は
文

智
徳
が
持
統
六
年
に
直
大
壱
（
四
位
相
当
）
を
贈
ら
れ
、
文
祢
麻
呂
は
慶
雲
四
年
（
七
〇
七
）
に
正
四
位
上
を
贈
ら
れ
る
な
ど
高
位
に
昇

る
人
い
る
が
、
両
名
が
高
位
を
贈
ら
れ
た
の
は
壬
申
の
乱
の
功
臣
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
両
系
統
共
に
基
本
的
に
は
中
下
級
官
人
を
輩

出
す
る
氏
族
で
あ
る
。

右
の
よ
う
に
考
え
る
が
、
王
仁
の
伝
承
と
辰
孫
王
・
王
辰
爾
の
伝
承
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
に
ま
ま
見
ら
れ

る
同
事
重
出
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
い
る
。
文
（
書
）
氏
と
並
ん
で
渡
来
系
の
大
族
と
さ
れ
る
も
の
に
東
漢
氏
が
あ
る
。『
古
事
記
』
で

は
東
漢
の
祖
阿
知
使
主
が
応
神
朝
に
渡
来
し
、『
日
本
書
紀
』
で
は
同
じ
く
応
神
朝
に
阿
知
使
主
と
そ
の
子
の
都
加
使
主
が
来
朝
し
た
こ
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と
に
な
っ
て
い
る
が
、『
日
本
書
紀
』
に
は
雄
略
天
皇
の
時
代
に
東
漢
直
掬
（
ツ
カ
）
が
出
て
く
る
。
応
神
朝
の
来
朝
か
ら
雄
略
朝
ま
で

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
都
加
使
主
が
異
常
な
長
命
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
来
朝
は
応
神
朝
で
は
な
く
五
世
紀
末
の
雄
略
朝
と
み
る
流

れ
で
あ
る
。
記
紀
で
は
渡
来
時
期
を
よ
り
古
く
に
置
く
と
い
う
作
為
で
あ
る
。

史
料
⑨
で
は
、
王
仁
が
日
本
に
論
語
と
千
字
文
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
千
字
文
の
成
立
は
六
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ

と
で
あ
り
、
千
字
文
を
出
す
以
上
は
王
仁
の
渡
来
は
も
っ
と
後
に
な
る
。

小
論
の
視
点
か
ら
い
え
ば
、
王
仁
と
王
辰
爾
の
名
前
の
近
似
性
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
先
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
、
仁
は
「
ニ
ン
」、「
ジ

ン
」
で
、
爾
は
「
ニ
」、「
ジ
」
で
あ
る
。
ま
た
、
王
仁
の
後
裔
で
あ
る
行
基
の
「
太
僧
正
舎
利
瓶
記
」27
に
は
そ
の
祖
先
を
「
百
済
王
子

王
爾
」
と
し
て
お
り
、
王
仁
を
「
王
爾
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
王
仁
と
王
辰
爾
を
同
一
人
物
と
み
る
の
で
あ
る
が
、
史
料
⑦
で
津

真
道
が
辰
尓
（
王
辰
爾
）
の
上
に
辰
孫
王
の
伝
承
を
加
え
た
の
は
、
津
氏
の
た
め
に
辰
孫
王
の
伝
承
を
作
っ
た
、
あ
る
い
は
付
会
し
た
と

い
う
の
で
は
な
く
、『
日
本
書
紀
』
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
た
い
。

お

わ

り

に

小
稿
で
は
「
墓
誌
」
の
人
名
を
手
が
か
り
に
検
討
を
は
じ
め
、
辰
孫
王
・
王
辰
爾
の
伝
承
と
王
仁
の
伝
承
に
論
を
進
め
た
。
行
論
中
に

も
述
べ
た
よ
う
に
、
諸
氏
族
の
在
地
で
の
動
向
な
ど
論
じ
残
し
た
点
は
多
い
が
、
一
先
ず
擱
筆
し
て
諸
賢
の
ご
叱
正
を
お
願
い
す
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

注⑴
『
日
本
古
代
の
墓
誌
』
解
説
（
東
野
治
之
氏
執
筆
）。

⑵

な
お
、
夫
人
の
「
安
理
故
能
刀
自
」
の
名
前
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
他
氏
族
の
出
身
で
あ
ろ
う
か
ら
取
り
扱
わ
な
い
。
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⑶
『
続
日
本
紀
』
延
暦
十
年
正
月
癸
酉
条
。

⑷

系
譜
は
不
明
で
あ
る
が
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
七
年
（
六
〇
九
）
四
月
条
に
は
船
史
龍
が
見
え
る
。
船
王
後
と
同
世
代
で
あ
る
な
ら
船
王
後
の
二

歳
上
（
辰
年
生
ま
れ
）
の
兄
か
、
も
し
く
は
王
辰
爾
そ
の
も
の
の
可
能
性
も
あ
る
。

⑸

拙
稿
「
王
辰
爾
の
「
氏
」
と
「
姓
」」（『
日
本
歴
史
』
八
七
九
、
二
〇
二
一
年
）。

⑹
『
日
本
書
紀
』
敏
達
元
年
五
月
丙
辰
条
。

⑺
『
日
本
書
紀
』
推
古
十
六
年
六
月
丙
辰
条
。

⑻
「
王
後
」
は
（
お
う
ご
）
で
は
な
く
（
お
う
・
ご
）
と
一
区
切
り
つ
け
て
読
む
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。

⑼

干
支
に
因
ん
だ
人
名
に
つ
い
て
は
、
岸
俊
男
「
十
二
支
と
古
代
人
名
」（『
日
本
古
代
籍
帳
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
七
三
年
）
が
あ
る
。

⑽

付
言
す
る
と
、「
大
兄
刀
羅
古
首
」
は
船
王
後
の
長
子
で
「
寅
子
」
で
あ
れ
ば
、
五
九
四
年
甲
寅
生
ま
れ
で
、
船
王
後
二
十
一
歳
の
時
の
子
で
あ

ろ
う
。

⑾
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
五
年
七
月
乙
巳
条
。

⑿
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
十
年
十
二
月
丁
酉
条
。

⒀
『
日
本
紀
略
』
弘
仁
八
年
九
月
壬
寅
条
。

⒁
『
続
日
本
紀
』
天
平
感
宝
元
年
四
月
甲
午
朔
条
。
長
子
の
武
良
士
が
天
平
勝
宝
六
年
正
月
、
第
二
子
の
継
縄
が
天
平
宝
字
七
年
正
月
、
第
三
子
の

乙
縄
は
天
平
宝
字
八
年
十
月
で
あ
る
。
継
縄
と
乙
縄
の
五
位
叙
爵
が
遅
れ
た
理
由
と
し
て
、
父
豊
成
が
天
平
宝
字
元
年
の
橘
奈
良
麻
呂
の
変
に
連

坐
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
弟
縄
麻
呂
に
か
な
り
遅
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
縄
麻
呂
は
橘
奈
良
麻
呂

の
変
の
影
響
も
な
く
仲
麻
呂
政
権
下
で
も
昇
任
を
続
け
て
い
る
。

⒂

武
良
士
は
天
平
宝
字
三
年
十
一
月
ま
で
任
官
記
事
が
見
え
る
。
こ
の
時
も
従
五
位
下
で
、
以
後
『
続
日
本
紀
』
に
は
見
え
な
い
。『
尊
卑
分
脈
』

に
は
豊
成
の
子
の
「
良
因
」
に
「
或
本
武
良
自
云
々
」
と
あ
り
、
出
家
し
た
よ
う
で
あ
る
。

⒃
「
首
」
は
カ
バ
ネ
で
あ
る
。
船
氏
の
カ
バ
ネ
は
史
で
首
で
は
な
い
。
カ
バ
ネ
の
問
題
は
こ
こ
で
は
措
い
て
お
く
。

⒄
『
日
本
古
代
の
墓
誌
』
解
説
（
東
野
治
之
氏
執
筆
）。

⒅

関
晃
『
帰
化
人
』（
至
文
堂
、
一
九
六
六
年
）。

⒆

本
文
の
よ
う
に
「
船
氏
中
祖
」
を
「
船
氏
の
祖
に
あ
た
る
」
と
解
釈
し
た
が
、
こ
こ
は
「
中
」
字
が
な
い
「
船
氏
祖
」
で
も
同
じ
意
味
で
あ
り
そ

れ
で
事
足
り
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
え
て
「
中
」
字
を
入
れ
た
理
由
が
な
い
。
試
案
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
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⒇

井
上
光
貞
「
王
仁
の
後
裔
氏
族
と
其
の
仏
教
」（『
日
本
古
代
思
想
史
の
研
究
』
所
収
、
一
九
八
二
年
、
岩
波
書
店
、
初
出
は
一
九
四
三
年
）。

21

関
晃
注
⒅
も
同
様
な
考
え
で
あ
る
。

22

山
尾
幸
久
『
日
本
古
代
王
権
形
成
史
論
』（
一
九
八
三
年
、
岩
波
書
店
）
三
三
〇
〜
三
三
三
頁
。

23

請
田
正
幸
「
フ
ヒ
ト
集
団
の
一
考
察
」（『
古
代
史
論
集

上
』
所
収
、
塙
書
房
、
一
九
八
八
年
）。

24

加
藤
謙
吉
「「
野
中
古
市
人
」
の
実
像
」（『
大
和
政
権
と
フ
ミ
ヒ
ト
制
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
、
初
出
は
一
九
九
七
年
）。

25
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
三
月
辛
卯
条
。

26

拙
稿
「
古
代
河
内
に
お
け
る
開
発
の
一
様
相
」（『
古
代
文
化
』
四
四
〇
│
一
〇
、
一
九
九
二
年
）。

27
『
日
本
古
代
の
墓
誌
』（
同
朋
舎
、
一
九
七
九
年
）

〔
追
記
〕

本
稿
が
曲
が
り
な
り
に
も
世
に
出
た
理
由
は
、
元
文
学
部
教
授
大
鹿
薫
久
先
生
（
日
本
語
学
）
か
ら
「
那
沛
故
」
の
読
み
方
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た

こ
と
に
よ
る
。
そ
れ
が
何
時
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
は
記
憶
に
定
か
で
は
な
い
が
、
数
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
先
生
に
「
な
は
」
っ
て
何
で
す
か
と
伺
う

と
、「
ナ
ワ
だ
よ
」、「
縄
で
よ
い
」
と
即
答
さ
れ
た
。
長
年
、
こ
れ
に
引
っ
か
か
っ
て
前
に
進
め
な
か
っ
た
私
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
目
か
ら
鱗
で
あ

っ
た
。
学
恩
に
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

大
鹿
先
生
に
は
ご
在
職
中
に
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
折
に
触
れ
て
真
面
目
に
世
の
中
の
こ
と
、
大
学
の
こ
と
を
話
し
、
ま
た
冗
談
を
言
い
合
っ

て
は
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
時
に
は
こ
の
よ
う
に
学
問
上
の
ご
教
示
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
大
鹿
先
生
が
ご
退
職
か
ら
一
年

余
り
で
急
逝
さ
れ
た
こ
と
は
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。

大
鹿
薫
久
先
生
と
の
思
い
出
は
終
生
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

│
│
文
学
部
教
授
│
│

王
辰
爾
一
族
の
名

一
五


